
令和５年度 国立若狭湾青少年自然の家 教育事業 

 わかさわん文化体験シリーズ「なれずし作り編」（Ｒ５.１１.４（土）～１１.５（日）） 

 

◆ 目的 

・親子が、ＳＤＧｓの視点の要素を盛り込みながら、若狭地域の伝統的な食文化に触れることを通し

て、自分と身近な地域の魅力を再発見する。 

・地域食材「なれずし作り」を通して、海の豊かさや森の豊かさを知り、大切にしていこうとする気 

持ちを育てる。【持続可能な消費と生産（12）】【海の豊かさを守ろう（14）】 

 

◆ 参加実績 

５家族 １７名 

（未就学児４名・小学生５名・保護者８名） 

（福井県１、岐阜県２、三重県１、滋賀県１） 

 

 

◆ 日程 

 １１月４日（土） １１月５日（日） 

午前 

 

 

若狭湾の食文化「なれずし」を作ろう 

 体験：なれずし作り（なれずし工房） 

 講師：森下佐彦氏【民宿佐助】 

海の様子を知ろう 

 ビーチコーミング（小浜市田烏海岸） 

昼食 
若狭湾の食文化「へしこ」を食べよう 

へしこうどん、焼き鯖（民宿佐助） 

若狭湾の食文化「なれずし」を食べよう 

へしこちらし、なれずし（民宿佐助） 

午後 

若狭湾の食文化「なれずし」を作ろう 

 講話・体験：なれずし作り（なれずし工房） 

 講師：森下佐彦氏【民宿佐助】 

若狭の海の豊かさを感じよう 

 若狭の海の展示見学と魚とのふれあい体験 

【福井県海浜自然センター】 

我が家の SDGｓ発表会 

解散 

 

夜 
若狭から交流の輪を広げよう 

交流会（室内スポーツ） 

 

◆成果 

天候にも恵まれ、秋の若狭湾の自然と伝統食に触れる機会を提供することができた。参加者のほと

んどが、県外からの参加であり、若狭の食文化に興味をもって参加された方々であった。過去に「へ

しこ作り」に参加した家族も２家族あり、この地域の魅力を感じ、伝統文化についてより深く興味を

持つことができたようである（聞き取り）。 

また、報道機関に取材依頼をしたところ、地元の新聞社が興味を示し、取材に来られ記事にしてく

れた。事業の参加を通しての参加者だけでなく、多くの方に、若狭の伝統的な食文化について広めら

れたと思われる。 

アンケートでは、１００％満足の結果となり、参加者の皆さんに満足していただけたことは何より

である。より深く若狭地域の食文化を知ってもらうため、昼食にへしこやなれずしを食べるプログラ

ムを入れた。参加者は「マイルドでやさしい味」「食べやすかった」「とても美味しかった」などの感想

があり、この土地ならではの食を味わってもらうことができた。また、移動時間にゆとりができたの

【交流会後の参加者の様子】 

【講師：森下氏】 

【我が家のＳＤＧｓ宣言】 



で、その時間を利用して「海浜自然センター」の見学を行った。「魚のえさや

り」体験やタッチプールなどの見学は好評であった。 

   

◆参加者の声 

· なれずしづくりは、いろいろな工程があり、たくさんのことが体験できて、

面白かった。（小６） 

· 普段できないような体験がたくさんできて、良い思い出になった。（４才） 

· ごはんを魚の中に入れて閉じるのが面白かった。（小３） 

· 福井の郷土料理のあたたか味を感じた。（小５） 

· みんなとスポーツで交流できて良かった。家族でも絆を深められた。（小６） 

· ビーチコーミングをしてみて、こんなにゴミが落ちていることにびっくりし

た。外国のものもたくさん落ちていてびっくりした。（小６） 

· こんな（ごみが多い）ビーチではだめだと思う。みんなで協力して頑張らな

いといけないと思う。（小５） 

◆保護者の声 

· 福井は素晴らしい。子どもと暮らすのにとても魅力的です。自然、海、山い

っぱいでいいです。 

· 小学生も幼児もなれずし作り体験させてもらえて良かった。 

· なれずしが生まれた場所で、森下さんから生で話を聞き、なれずし作り体験

ができて良かった。 

· 先人の漁法開発の歴史の話が楽しく、興味を持てた。 

· なれずしは厳しい冬を乗り切るための大切な保存食として大事にされてき

た料理であることが分かった。 

· へしこうどんが良かった。家でも食べたいと思った。 

· なれずしはすっぱさが全くなく、マイルドな優しい味でした。 

· 息子が初めて海を間近に見て、自然に大切にする気持ちが育ったと思う。 

· 海外からの打ち上げのごみの多さに衝撃を受けた。 

· 海のごみの量に悲しくなりました。ごみを捨てない、増やさないように改め

て思った。 

· 当たり前にある海や森ですが、ビーチコーミングをして、より「守っていか

なくては」という思いが強くなった。 

· これからも家族みんなで SDGｓについて意識していきたいと思った。 

· 他の家族と仲良くなるまで時間がかかった。アイスブレイクが最初にあると

良かった。 

◆事業運営のツボ・工夫・反省 

· 「なれずしを作ろう」では、講師の森下佐彦氏と打合せをし、低学年から大

人まで、参加者が理解しやすい内容・日程となるよう計画した。 

· 小浜市田烏区を集合・解散場所としたことで、移動距離・時間を短縮するこ

とができ、時間にゆとりを持った活動となった。 

· 一日目の「なれずしを作ろう」では、計画より手際よく進行したため、時間

に余裕ができた。自然の家までの移動時間を利用して、近隣施設である「海

浜自然センター」を見学した。「魚のえさやり」体験やタッチプールなどで若狭の海や生き物を身近に

感じることができた。 

· 夜の交流会を通して、家族間の交流がうまくでき、未就学児から大人まで楽しむことができた。一方、

参加者にとっては、アイスブレイクを昼食後より前に行った方が早く交流が進み良かったようである。 

・ 事業の終わりに SDGｓ宣言を家族で話し合い考えることで、SDGｓについて身近に考えることができた。 


